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第
３
０
回
県
中
学
校
総
合
文
化
祭
（
主
催
・
県
中
学

校
文
化
連
盟
）
の
最
終
日
は
８
日
、
浦
添
市
の
ア
イ

ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
て
だ
こ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
行
わ
れ

た
。
県
内
の
中
学
生
が
郷
土
芸
能
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
舞

台
を
は
じ
め
、
書
道
や
絵
画
な
ど
各
部
門
で
日
ご
ろ
の

文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
し
た
。 

 

午
後
の
舞
台
発
表
で
は
沖
縄
市
立
美
東
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
総
勢
４
２
人
が
「
マ
リ
ア
の
七
つ
の
悲
し

み
」
な
ど
を
演
奏
し
た
。
部
長
で
２
年
生
の
三
宅
凜
さ

ん
（
１
４
）
は
「
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
１
位
に
な
っ
て
、

出
場
が
か
な
っ
た
。
大
勢
の
前
で
の
演
奏
は
緊
張
し
た

け
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。 

 

那
覇
中
学
校
茶
道
同
好
会
に
よ
る
呈
茶
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
生
徒
ら
が
来
場
者
の
た
め
に
お
茶
を
た
て

た
。
メ
ン
バ
ー
で
３
年
生
の
宮
﨑
浩
太
郎
さ
ん
（
１
５
）

は
「
今
回
の
呈
茶
コ
ー
ナ
ー
で
、
茶
道
に
関
心
を
持
っ

て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
う
れ
し
い
」
と
手

応
え
を
感
じ
た
様
子
だ
っ
た
。 

 

そ
の
他
、
小
ホ
ー
ル
で
は
美
術
の
教
師
に
よ
る
缶
バ

ッ
ジ
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
、
来
場
者
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
那
覇
市

か
ら
訪
れ
た
小
学
１
年
生
の
金
城
音
花
さ
ん
（
７
）
は

ウ
サ
ギ
と
ハ
ー
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
「
作
る
の
は
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
た
。
舞
台
で
は
お
姉
さ
ん
が
出
演
す

る
演
劇
を
鑑
賞
し
て
「
す
ご
か
っ
た
」
と
感
激
し
た
様

子
だ
っ
た
。 

 

バ
ッ
ジ
制
作
を
指
導
し
た
赤
嶺
荘
士
さ
ん
（
４
９
）

は
中
文
祭
に
出
品
さ
れ
た
美
術
作
品
の
数
々
に
「
パ
ワ

ー
を
感
じ
た
。
み
ん
な
絵
が
う
ま
く
て
う
ら
や
ま
し

い
」
と
感
想
を
話
し
た
。 

 

舞
台
、

展
示
多
彩
に 

ス
テ
ー
ジ
上
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ

る
神
森
中
学
校
ダ
ン
ス
部
の
生
徒
＝
８
日
、
て
だ
こ
ホ
ー
ル 
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この新聞は糸満市立糸満中の生徒が作りました!! 

（前列左から）玉城海夢、玉城陽翔、殿内瑠椛、 

知念璃珠、新垣叶泰 

（後列左から）兼次一翔、平良寿将、窪田大志、 

上原朋己、兼次勇斗 

文化の産声 高らかに 


